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十
五
日
、
党
市
議
団
は
、
地
方
自
治
と
議
会

制
民
主
主
義
の
発
展
を
目
指
す
立
場
か
ら
、
議

長
・
副
議
長
に
対
し
、
次
の
内
容
で
申
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。

一
、
憲
法
の
平
和
条
項
を
遵
守
し
、
議
会
制
民

主
主
義
の
立
場
に
立
ち
、
公
正
な
議
会
運
営

を
は
か
る
こ
と
。

一
、
少
数
意
見
の
尊
重
、
議
員
の
発
言
権
の
保

障
に
つ
と
め
、
活
発
な
議
会
運
営
を
は
か
る

こ
と
。

一
、
地
方
自
治
発
展
の
立
場
か
ら
議
員
定
数
は

削
減
せ
ず
、
議
員
報

酬
、
政
務
調
査
費
の

検
討
に
つ
い
て
は
市

民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
つ
と
め
る
こ
と
。

一
、
政
務
調
査
費
の
使
途
基
準
に
つ
い
て
、
監

査
委
員
会
の
付
言
も
考
慮
に
入
れ
、
市
民
が

納
得
で
き
る
も
の
に
あ
ら
た
め
る
こ
と
。

一
、
市
民
に
ひ
ら
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
す
こ
と
。

一
、
公
費
に
よ
る
宴
会
は
自
粛
す
る
こ
と
。

市
議
会
臨
時
議
会
が
十
五
日
開
か
れ
、
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
、

常
任
委
員
の
選
任
・
正
副
委
員
長
の
選
挙
な
ど
が
行
わ
れ
、
新
し
い

議
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

■
議
長
・
副
議
長
選
挙
結
果

議
長

酒
井

靖
悦
（
市
民
連
合
）
十
九
票

峯
田
豊
太
郎
（
新
翔
会
）

十
六
票

副
議
長

加
藤

賢
一
（
緑
政
・
公
明
ク
ラ
ブ
）
十
八
票

長
瀬

洋
男
（
新
翔
会
）

十
四
票

高
橋
か
一
郎
（
日
本
共
産
党
）
三
票

そ
の
結
果
、
議
長
に
酒
井
靖
悦
議
員
、
副
議
長
に
加
藤
賢
一
議
員
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
日
本
共
産
党
市
議
団
の
所
属
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

高
橋
か
一
郎
（
各
派
責
任
者
会
）

○
総
務
常
任
委
員
会

○
住
居
表
示
委
員
会

○
森
林
整
備
推
進
協
議
会
委
員

今
野

誠
一
（
各
派
代
表
者
会
）

○
産
業
文
教
常
任
委
員
会

○
議
会
運
営
委
員
会

○
議
会
図
書
室
運
営
委
員
会
（
委
員
長
）

○
山
形
広
域
環
境
事
務
組
合
議
会
議
員

佐
藤
あ
き
子

○
厚
生
常
任
委
員
会

○
議
会
報
委
員
会

○
社
会
教
育
委
員

■
な
お
、
市
議
会
会
派
構
成
は
、

日
本
共
産
党
山
形
市
議
団
三
名
の
ほ
か
に
、

新
翔
会
（
十
四
名
）

緑
政
・
公
明
ク
ラ
ブ
（
九
名
）

市
民
連
合
山
形
市
議
団
（
七
名
）

が
結
成
さ
れ
（
議
長
、
副
議
長
は
会
派
を
離
脱
）
、
四
つ
の
会
派
で

構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

六
月
議
会(

六
月
七
日

開
会
予
定)

の
請
願
の

締
め
切
り
は
、

五
月
二
八
日(

月)

で
す

生
活
道
路
整
備
な
ど
で

要
望
受
け
、
早
速
行
動

ー
高
橋
か
一
郎
市
議

五
月
八
日
、

飯
田
、
蔵
王
工

業
高
校
の
上
の

市
道
を
横
断
し

て
い
る
水
路
が

あ
ふ
れ
る
て
い

る
問
題
で
、
「
ア
ン
カ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
工

事
を
」
と
町
内
会
長
さ
ん
ら
の
来
宅
を

受
け
、
早
速
道
路
維
持
課
長
に
「
昨
年

か
ら
陳
情
し
て
い
る
」
と
話
を
し
、
市

で
早
速
工
事
発
注
す
る
と
の
答
弁
。

十
日
に
は
、
隔
間
場
の
河
川
、
川
岸

の
崩
壊
の
現
場
を
視
察
。
翌
十
一
日
、

市
河
川
道
路
課
の
係
二
人
に
現
地
に
来

て
も
ら
い
、
暫
定
工
事
を
発
注
す
る
こ

と
に
。

ま
た
、
十
一
日
、
蔵
王
山
田
の
農
業

用
水
等
の
湧
水
路
の
崩
れ
現
象
に
対
し
、

農
村
整
備
課
の
係
二
人
に
現
場
に
来
て

も
ら
い
、
復
旧
の
設
計
見
積
も
り
を
出

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

十
六
日
、
党
市
議
団
は
、
定
率
減
税
の
廃
止

や
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
な
ど
で
、
市
民
の
負

担
が
次
々
と
増
え
て
い
る
な
か
、
平
成
十
五
年

度
か
ら
十
七
年
度
に
か
け
て
段
階
的
に
賦
課
方

式
が
変
更
さ
れ
、
平
均
二
割
近
い
増
税
と
な
る

な
ど
、
負
担
の
重
い
国
民
健
康
保
険
税
を
引
き

下
げ
る
べ
き
と
の
立
場
か
ら
、
山
形
市
に
対
し

次
の
内
容
で
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

一
、
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
を
行
う
こ

と
。
特
に
、
低
所
得
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
。

一
、
減
額
・
免
除
制

度
の
手
続
き
を
し

や
す
く
す
る
こ
と
。

一
、
命
に
関
わ
る
資

格
証
明
書
の
発
行
は
し
な
い
こ
と
。

応
対
し
た
高
橋
市
民
生
活
部
長
は
「
一
律
に

資
格
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
相
談

が
あ
っ
た
場
合
に
は
発
行
は
し
な
い
」
こ
と
を

今
後
も
行
っ
て
い
く
と
答
え
ま
し
た
。

議長（中央）、副議長（左側）に申し

入れる党市議団

高橋市民生活部長（左から２人目）

に申し入れる党市議団


